














(Biostratigraphic zones and paleoenvironmental changes recorded 
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検討したc その結果， Arung Khola累層に 2帯， Binai Khola累層にも 2帯の植物化石帯が設定された。
化石害境界の年代は下位より.約l011a.9 :VJa. 7.5.¥tlaである。これらの境界年代を挟んで，古植生から
推定される古気候は次第に乾爆化が進んだことが読み取れ，モンスーン気候の明腕化が推定された。こと
に， 10Ma以降iこ，それまでの熱帯雨林気候から乾期を挟むようになり， 7.5!¥.!la以降は乾期の長さがほぼ
現仕のネバールと同じようなモンスーン気候に支配されるようになったことを示した。
筆者は，このような気候変化と堆積相から推定されるヒマラヤの上昇との聞に蜜接な関連のあることも
示している。すなわち， 10Ma前後からヒマラヤの変成岩起源の堆積物が卓越することによってヒマラヤ
のl二昇が推定される。さらに， 7.5Ma頃からは河川勾配の緩い蛇行河川堆積物から，洪水性の相粒堆積物
である傑質網状河川堆積物に変わっている。このことはヒマラヤの上昇とそれにもとづくモンスーン気候
の発達を示している。
以仁のように，本論文は層序の確立とそれに某づく堆積環境の推移を明らかにし，産出化石を詳細に記
載して精度良く古気候の変遷を推定できる方法を確立した。このように本論文は地質学ことに生層序学の
分野での発展に寄与する成果を得ており，博1:(理学)の学{すを授与するに値するものと審査した。
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